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高校理科における、授業ポータルサイトを用いて 

主体的な学習を促す授業実践 
－ 「指導と評価の一体化」「個別最適な学びと協働的な学び」を通して － 

 

 

群馬県立太田高等学校 伏島悠平 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究は、教員の働き方改革と授業進度の維持を重視しながら、学習用端末を効果的に

利用して「指導と評価の一体化」「個別最適な学びと協働的な学び」「知的好奇心、探究

心の刺激」を継続的に行い、生徒の主体的な学習を目指したものである。 

 具体的には、以下の３つの手立てを通して、本主題に迫ることとする。 

  １ 生徒がいつでもアクセスできる授業ポータルサイトの作成 

  ２ 授業ポータルサイトに組み込んだ振り返りアンケートの活用 

  ３ 主体的に学習に取り組む態度を検証するパフォーマンステスト 

キーワード 【指導と評価の一体化 個別最適な学びと協働的な学び 

 主体的に学習に取り組む態度 授業ポータルサイト 】 

《研究の概要》 
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１ 主題設定の理由 

 高等学校では、令和４年４月から学習指導要領（平30年３月）が年次進行により段階的に適用され

ている。高等学校学習指導要領解説総則編（平30年３月）によると、学習評価の実施に当たり、「生

徒の学習状況を通して、指導の改善に生かしていくことが重要であり、学習評価を授業改善や組織運

営の改善に向けた学校教育全体の取組に位置付けて組織的かつ計画的に取り組むことが必要である」

とされ、「指導と評価の一体化」の必要性が求められている。そこで、私は令和３年度に学習評価に

ついての研究を行い、新学習指導要領に対しての先生方の疑問点や不安について研究協力校３校でア

ンケート調査を行った。すると、「どのような手立てで、主体性のＡＢＣ評価を区別するか」と評価

の手立てにこだわったり、「たった１回のパフォーマンステストやアンケートで生徒の主体性を評価

できるのか」など評価を単発のものとして捉えたりする意見が多かった。本来は、「指導と評価の一

体化」の継続によって生徒の主体性を徐々に育成していくことを前提とし、その主体性が表面化され

た姿を総括的評価として記録に残すのだが、継続的な指導過程についてはあまり重要視されていない

ということがわかった。 

また、「学習指導要領の趣旨の実現に向けた 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に関

する参考資料」（文部科学省初等中等教育局教育課程課、2021）によると、ＩＣＴを最大限活用しな

がら、多様な子供たちを誰一人取り残すことなく育成する「個別最適な学び」と、子供たちの多様な

個性を最大限に生かす「協働的な学び」の一体的な充実が図られることが求められるとされている。 

 以上２点の国の意向と現状を受けて、本研究では「指導と評価の一体化」「個別最適な学びと協働

的な学び」を通して生徒の主体的な学習を促す１つの授業モデルを提案したい。それが、「教員の板

書内容」「学習用動画」「習熟度別問題演習の解説」「振り返りアンケート」「生徒の質問に対する

回答」の全てを、１つのオンライン上の文書作成ソフト（Ｇｏｏｇｌｅドキュメント）に集約した授

業ポータルサイトの実践である。幸い、2019年12月に文部科学省が提案したＧＩＧＡスクール構想を

受けて、現在群馬県の公立高校すべてに学習用端末（Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋ）が生徒１人につき１台

配布されているので、どの学校でも同じ実践が可能である。教員も生徒もいつでもどこでもアクセス

できる授業ポータルサイトと、後述するパフォーマンステストを組み合わせた実践を紹介したい。 

 

２ 研究の手立て（授業ポータルサイトの作成） 

 授業ポータルサイトは、オンライン上の文書作成ソフト（Ｇｏｏｇｌｅドキュメント）で１回の授

業につき１つ作成する。汎用性と作成の負担軽減を重視し、レイアウトを凝らずに極力シンプルにな

るよう心がけた（図１）。生徒は、授業日の朝からこの授業ポータルサイトへのアクセスが可能にな

る。 

 授業中に全員が活用するのは、問題解説ＰＤＦと振り返りアンケートの２つだが、必要に応じて授

業プリント見本（板書内容）や実験動画を見ることができる。さらに、授業ポータルサイトの最下部

には、前回の授業の振り返りアンケートにおける質問抜粋と、それに対する教員からの回答が書かれ

ている。自分以外の他の生徒の質問と回答も見ることができるため、様々な視点で授業を振り返るこ

とが可能となっている。また、授業ポータルサイトがペーパーレスでクラウド上にあることの利点と

して、生徒へ提供した資料の即時更新が可能というものがある。例えば、教員が授業中に資料のミス

に気付いた時や、多くの質問が出たために資料に補足を加えたい時も、その場でリアルタイムにデー

タを更新できる。 

 それではここから、授業ポータルサイトに含まれる４つのコンテンツ（１）～（４）の詳細と、授

業ポータルサイトの運営方法（５）について説明したい。 
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（１）授業プリント見本（板書内容）ＰＤＦについて 

 授業は、予め生徒に配布したプリントのＰＤＦデータをプロジェクターで拡大投影しながら、ｉＰ 

ａｄのノートアプリを使用して文字や図を書き込みながら進める（図２）。そして、教員が授業中に 

補足で説明することまで全て書き込まれた授業プリント見本（板書内容）のＰＤＦデータが、授業ポ 

ータルサイト上にあり、生徒は授業中でも家庭でも学習用端末やスマートフォンで閲覧できるように 

なっている（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）授業中活動のコンテンツ集約について  

授業で投影する実験動画や、数値や条件を設定して動かす物理シミュレーションアプリなどは、著

作権の関係上、使用している教科書の会社が提供しているコンテンツを利用している。生徒にはこれ

らのコンテンツに自由にアクセスする権限が付与されているので、授業ポータルサイト上にコンテン

ツへのリンクを載せておき、適切なタイミングで活用している。さらに、まだ実施はしていないが、

ＧｏｏｇｌｅＪａｍｂｏａｒｄなど新たなコンテンツでもリンクを載せるだけですぐに授業に取り入

れることができるのも、授業ポータルサイトの強みである。  

授業プリント見本（板書内容）ＰＤＦへのリンク 

問題解説ＰＤＦへのリンク 

振り返りアンケートへのリンク 

動画へのリンク 

振り返りアンケートでの質問（抜粋）への回答 

図１ 授業ポータルサイト（Ｇｏｏｇｌｅドキュメント） 

図２ 授業プリントを投影し、文字や図を書き込む 図３ 書き込み完成後の授業プリント見本ＰＤＦ 
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（３）習熟度別問題演習の指示と、問題解説ＰＤＦについて 

生徒の学習到達度には差があり、自分の習熟度と授業のレベルがかけ離れていると、主体的に学習

に取り組む態度の育成を阻んでしまう恐れがある。そこで、問題演習は習熟度別に行う。 

一斉授業で習熟度別に問題演習を行うには課題点がある。習熟度別に用意された問題を教員が両方

解説するには授業時間が足りず、かと言って両方の解説をプリントで用意して配布することは教員の

大きな負担となる。そこで、授業ポータルサイトに問題解説ＰＤＦを用意しておくことで、負担を大

幅に減少した上で習熟度別問題演習が可能となった（図４）。さらに教員の負担を軽減するために、

問題解説ＰＤＦの作成時は教科書会社が提供する解説ＰＤＦデータを積極的に活用する。但し、教科

書会社が提供する解説のみだと苦手な生徒にとっては不親切なので、見本となる答案の記述の仕方、

ここは本校の生徒が勘違いしやすい部分なので注意するという部分を、ｉＰａｄのノートアプリの手

描き機能で書いて追加している（図５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）授業振り返りアンケートと、質問へのＱ＆Ａ作成について 

 授業の最後に、Ｇｏｏｇｌｅフォームの振り返りアンケート（図６）で以下の質問に回答させる。 

①４桁番号を半角で入力してください。  

②今日の授業で、あまり理解ができなかった部分はどこ 

ですか。 

③今日の授業で、もっと知りたい、調べてみたいと思っ 

たことは何ですか。 

④何か先生に対して相談等あれば書いてください。   

（回答は必須ではありません。） 

教員は質問②の結果を見て生徒が理解できなかった部分を把握し（図７）、他のクラスの授業や次

年度に向けて授業を改善する。質問があったクラスに対しては、授業ポータルサイト上でＱ＆Ａとい

う形で回答したり（図８）、必要に応じて次回の授業の最初に解説を行ったりする。 

質問③は、毎回の授業でこの質問に回答させることで生徒の探究心を育成するという意味がある。

当初は「特になし」だった生徒も、回を重ねるごとに様々な記述をするようになった。 

質問④は、「字をもう少し大きく書いてほしい」「おすすめの参考書はありますか」など、生徒が

教員と気軽にコミュニケーションをとれる機会として使っている。 

 

 

 

 

 

 

 

図５ ｉＰａｄのノートアプリの手描き機能で 

作成した問題解説ＰＤＦ 

図４ 問題演習中、問題解説ＰＤＦを適宜利用して、 

グループの生徒同士で話し合いながら解いている 

図６ 授業ポータルサイトからワンクリックで開く 

Ｇｏｏｇｌｅフォームの振り返りアンケート 

図７ アンケート結果が自動集約されるＧｏｏｇｌｅスプレッド

シートを見ながら、Ｑ＆Ａに入れる質問等を抜粋する 

図８ 次回の授業ポータルサイトにＱ＆Ａとして掲載 

（赤字部分は直接解説する内容） 
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（５）授業ポータルサイトの運営方法 

元々本校ではＧｏｏｇｌｅＣｌａｓｓｒｏｏｍが活用さ

れていて、欠席者用の授業プリントＰＤＦの配信、アンケ

ート、科目からの連絡などを行っていた。そこで、Ｇｏｏ

ｇｌｅＣｌａｓｓｒｏｏｍ内に物理基礎のトピック（図

９）を作成し、授業日の朝にその日の授業ポータルサイト

を予約配信することにした。 

 

３ 実践（１年物理基礎 力のつりあい） 

（１）指導と評価の計画  

※その時間で、重点を置いて評価する観点を「知（知識・技能）」、「思（思考・判断・表現）」、「態（主体的に学習 

に取り組む態度）」の欄に丸を付けている。形成的評価（生徒の学習理解度などを確認するためのもので、成績には関係 

しない）は「●」を、記録に残す評価は「〇」とした。 

時 ねらい・学習活動 評価の観点 評価方法 

知 思 態 

１ ・力は物体の変形や運動の変化の原因と 

なるものであり、向きと大きさをもっ 

たベクトル量であることを理解する。 

●  ● ・グループワークの観察 

・問題演習の取り組み状況、成果 

・振り返りアンケートの回答内容 

２ ・力はベクトル量であり、合成や分解が 

できることを理解する。 

・分解したときのｘ成分とｙ成分を求め

られるようにする。 

●  ● ・シミュレーションへの取り組み 

・グループワークの観察 

・問題演習の取り組み状況、成果 

・振り返りアンケートの回答内容 

３ ・物体にいくつかの力がはたらくとき、 

これらのｘ成分、ｙ成分のつりあいの 

式が立てられるようにする。 

●  ● ・グループワークの観察 

・問題演習の取り組み状況、成果 

・振り返りアンケートの回答内容 

４ ・作用反作用の法則を理解し、つりあう 

２力の関係と作用反作用の２力の関係

との違いが分かるようにする。 

●  ●  

〃 

５ ・物体にはたらく力が正しく見つけられ 

るようにする。 

 ● ● ・問題演習の取り組み状況、成果 

・振り返りアンケートの回答内容 

６ ・力が合成、分解して表されることに興 

味をもち、力がつりあうとはどういう 

ことかを理解しようとして、他者との 

協働により課題を解決しようとする。 

  〇 ・パフォーマンステスト 

７ ・注目する物体にはたらく力が指摘で 

き、つりあいの式が立てられる。 

・作用、反作用の２力とつりあいの２力 

の違いを理解し、それぞれの２力の間 

の関係について説明できる。 

〇 〇  ・ペーパーテスト 

 

（２）１時間の授業の流れ（例 第２時） 

 学習活動 時間 指導上の留意点及び支援 

復

習 

・前回の授業振り返りアンケート結果 

を用いた教員の講義を受ける。 

５分 ・質問が多かったものや良い視点だったも 

のを直接説明する。 

展

開 

１ 

・シミュレーションで、力の合成と分 

解について興味を持つ。 

・力の合成と分解の講義を受ける。 

・４人組のグループワークを行う。 

（ここまでの講義内容について１人 

の生徒が説明を行い、聞いている３

人は必要に応じてフォローする） 

15分 ・授業ポータルサイトに物理シミュレーシ 

ョンアプリのリンクを用意しておき、学 

習用端末で１人１人できるようにしてお

く。 

・グループワーク中に机間支援を行い、生 

徒が誤解していることに気付いたら、全 

体に説明し直す。 

図９ 過去の授業ポータルサイトがまとまっている 
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展

開

２ 

・力の成分、２力のつりあいの講義を 

受ける。 

・４人組のグループワークを行う。 

10分 

 

・力の成分は生徒にとって理解しにくいと 

ころなので、次回の３力のつりあいのケ 

ースで利用することに触れる。 

展

開

３ 

・習熟度別のグループで、互いに教え 

合いながら学習理解度に応じて問題 

演習を行う。必要に応じて授業ポー 

タルサイト上の問題解説ＰＤＦを活 

用する。 

 

25分 ・授業ポータルサイトの問題解説ＰＤＦを 

利用したり、グループのメンバーに聞い 

たりして、生徒が自分達で問題を解決す 

るようにする。途中、良い質問が出たり 

教員が解説すべきと判断する問題があっ 

たりした場合は、全体に講義を行う。 

・振り返りアンケートから理解度が低いと 

判断した生徒を中心に机間支援を行う。 

振

り

返

り 

・振り返りアンケートを利用して、

あまり理解ができなかった部分、

授業を通して新たに調べたいと思

ったことを考える。 

５分 ・回答されるアンケートがリアルタイムで 

集約されるＧｏｏｇｌｅスプレッドシー 

トを見て、その場で解説すべきと判断し 

たものについて説明する。 

 

４ 実践の成果 

（１）研究用アンケートの記述結果（対象 実践を行った４クラスの生徒 ｎ＝147） 

質問１ 授業ポータルサイトのコンテンツで自らの学習に役立っているものを教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問２ 授業ポータルサイトについて自由に意見を書いてください。 

①授業プリントの見本（板書内容）ＰＤＦについての記述抜粋 

◎見本が提示されている利点 

・予習を行うときに、授業プリントの詳しい解説が配信されているため理解しやすい。 

・授業プリントの見本があることで、先生の言ったことをじっくり考える時間ができる。 

・休んだ時や、聞き逃してしまった時、追いつけなかった時などに、後でやり直したり自 

分で確認したりできる。 

◎ペーパーレス、クラウド化の利点 

・プリントの見本をいつでも見ることができ、プリントを持ち運ばずに復習ができる。 

・忘れ物をしても、授業ポータルサイトを見れば授業に参加できる。 

②実験動画ＵＲＬ、物理シミュレーションへのリンクについての記述抜粋 

◎動画を見返すことができる利点 

・授業で見た動画も手軽に再度見ることができ、復習に便利。動画は学びを深めやすい。 

・「時間の関係上授業で見せることができないので、家で見てね」と言われた家庭学習用 

動画を、帰りの電車で見た。面白かった。 

③演習問題解説ＰＤＦについての記述抜粋 

◎時間の縛りがないため、詳しい解説を提示できる利点 

・教科書の模範解答ではよくわからないところも、解説ＰＤＦに先生が覚えてほしいとこ 

ろを書いているので、助けられている。 

・問題集を進めるときに役立っている。 
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     ・解説ＰＤＦを読んで１人で勉強できるため、休んだ際に活用できて良い。 

▲要望 

・個人的には、当日の内容で特に重要な問題を授業ポータルサイトに提示してほしい。 

④振り返りアンケートを利用したＱ＆Ａについての記述抜粋 

◎ペーパーレス、クラウド化の利点 

・タイピングが遅く授業時間内に回答ができないので、後ほど家で答えられるのがよい。 

    ◎アンケート結果を受けたＱ＆Ａ掲載の利点 

・質問に行くのが苦手なので、わからないことを気軽に書けて答えてもらうのが良い。 

・他の人の質問を見て、今日の授業の振り返りができるのでとてもありがたい。 

・自分では思いつかなかった疑問を解説してくれるので特に良いと思う。新たな視点の発 

 見につながるし、読んでいて面白い。 

▲要望 

・Ｑ＆Ａのところは、良い質問順に並べて優先順位をつけてほしいかなと思う。 

⑤その他の記述抜粋 

◎ペーパーレス、クラウド化の利点 

・黒板を使った授業と違い、先生が図やグラフを一から書く時間がないため、図も正確だ 

し、余った時間分、解説や質問に使えるのはデジタル授業の強みだと思った。 

・スマートフォンでもアクセスできるのでいつでもレベルの高い復習ができる。 

・学年閉鎖中のオンライン授業において、通常登校時と同じ進度で授業が進み、理解度も 

変わらなかったので、効果を発揮したように感じた。従来通りの黒板の板書の授業で 

は、実現不可能だったと思う。 

▲要望 

・その単元に合った良問を授業ポータルサイトに載せてはどうか。 

・その授業回の要点まとめ、要点チェックのようなページがあるとありがたい。 

  

以上の研究用アンケートの結果から、授業ポータルサイトとそのコンテンツは、大きな成果をあげ

ていることがわかった。 

 

（２）単元終わりのパフォーマンステストによる検証 

  今回の実践で生徒の主体的に学習に取り組む態度が育成できたことが、単元終わりに行ったパフ

ォーマンステストの結果に表れた。今回の実践「力のつりあい」の単元のパフォーマンステスト

は、専用のプリント（図10～図12）を用いて以下の流れで行った。 

 学習活動 時間 指導上の留意点及び支援 

導

入 

・本時のパフォーマンステストのね 

らいについて確認する。 

・力のつりあいの基本問題（図10） 

について、教員の講義を受ける。 

12分 ・評価は、他者と協働して問題解決に取り組 

む姿勢があったか、身近な現象に物理を結 

びつけ、自らの学習を振り返ることができ 

ていたかどうかで判断する、と伝える。 

展

開

１ 

・個人で探究問題（図11、図12）に 

取り組む。   

 

14分 ・他者との相談は認めない。 

・力のつりあいの知識を用いることなどのヒ 

ントを教員から与えないようにする。 

展

開

２ 

・普段の授業のグループワークの４ 

人組で意見交換を行う（図13）。 

７分 

 

・生徒は答えがまとまらない時に、先生の解

説を待とうという受動的態度になる傾向が

ある。そのため、教員から模範解答を提供

することはないのでグループで１つの答え

を導き出すように、と伝える。 

展

開

３ 

・全員が自席から離れて教室内を自 

由に動き回り、クラス全体で意見 

交換を行う（図14）。 

７分 ・グループワークのメンバー以外に最低１人 

と会話する、というルールを伝える。 
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振

り

返

り 

・どのように探究問題の解決をしよ 

うとしたか、物理が生活や身近な 

問題に結び付けられたと感じたこ 

と、新たに調べたいと思ったこと 

を考え、自らの学習を振り返る 

（図15）。 

20分 ・探究問題を解決しようとする取り組む姿の 

観察と、振り返りの記述を２名の教員で分 

析することで、主体的に学習に取り組む態 

度の評価を行う。 

 

 
 

 

 
 

 

 

￥ 

 

 

 

 

 

 

 

そして、パフォーマンステストの評価は、主に以下の２つの質問に対する記述を基に行った。 

質問１．本日の探究問題を考察する過程で、学習した内容や他者の視点などを基に、どのよう 

に課題を解決しようとしましたか。学習前後の考えを比較して記述してください。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図10 力の分解とつりあいの基本問題（教師が解説） 図11 探究問題①スイカを楽に持つには 

図12 探究問題②つり橋の主塔が高い理由  図13 ４人組での意見交換の様子  

図14 クラス全体での意見交換の様子  図15 振り返り部分（評価に用いる部分）  

図16 Ａ評価とした生徒の記述例 

※探究問題にどう取り組んだかが記述に表れている。学習前の自らの視点、好意的に捉えた他者の視点、学習 

後の自らの考えを記述しており、「他者との協働」を通して深い学びが行われたことがわかる。 
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質問２．単元「力の分解とつりあい」を学んで、生活や身近な問題に結び付けることができる 

と感じたことは何ですか。具体的に記入してください。また、この単元を学んで興味 

を持ち、授業範囲外で自主的に調べてわかったことがあれば、記入してください。 

 

    

 

 

 

 

図16、図17の記述のように、「他者との協働で課題を解決しようとする」「自らの学習を調整す 

る」「学習内容について探究心を持ち、物理を身近な現象や他教科に結び付ける」といった、主体

的に学習に取り組む態度が育成できていることが表面化された。 

 また、後日「パフォーマンステスト（探究問題）について、自由に感想を書いてください。」と

いうアンケートをとったところ、「橋は実際に物理を応用して建設されていることがわかり、授業

で学んだ理論が日常にあふれていると気づいて、外の世界が楽しく感じられるようになった。」と

いった探究心が芽生えたことが分かる記述や、「友達が三角比を使わないで解いていたのがすごい

と思った。」「難しい問題だったけど、周りの人の意見を交えながら自分の解答と重ね合わせて新

しい解答を練ることができたので、とても充実した授業だった。パフォーマンステストの時だけで

はなく、普段から意見の交流が大切だと気付いた。」といった、協働的な学びの良さを実感して自

らの学習を調整しようとする記述が見られた。 

 

（３）教員自身の授業改善、授業進度の維持、教員の働き方改革 

  まず、１ 主題設定の理由 で「指導と評価の一体化」の重要な側面として述べた、「教員自身

の指導改善」という面で成果を上げることができた。授業の振り返りアンケートにおいて複数の生

徒が「よくわからなかった」と回答した部分については、自らの教え方が効果的でなかったと気付

き、教材研究をやり直す動機づけになった。一方、「体重計の雑学の話が非常に興味深かった。」

「糸の張力はなぜ両端で等しいのかと質問したら、分子レベルの力の話で解説してもらえて、化学

にも興味を持った。」といった回答から、教員が何気なく話した教科書範囲外のことが生徒の探究

心を刺激したことが分かり、嬉しくなった。そして複数の生徒が「もっと知りたい、調べたい。」

と興味を持ったものは、生徒の探究心を刺激する分野だったと気付くことができ、教材研究がより

深まるようになった。 

 次に、授業進度という面でも成果があった。授業ポータルサイトの活用によって、板書の時間や 

補足プリント配布の時間の削減、そして授業時間内の問題解説や生徒の質問への回答が厳選された 

ことで、多くの時間を確保することができた。そのため、問題演習やグループワーク、パフォーマ 

ンステストの時間を多めにとっても、例年の授業進度を維持できている。その上、生徒が理解でき 

ていない部分がアンケートを通して具体的に分かるので、苦手な部分をピンポイントで解説するこ 

とができ、生徒の理解度が例年よりも高いような感覚がある。 

  最後に、教員の働き方改革という面で述べる。習熟度別補足プリントの印刷や配布、授業用スラ 

イドの作成、大型実験の準備や物理シミュレーションのための機材準備などの時間を大幅に削減で 

き、教員の負担が減った。授業プリント見本（板書内容）ＰＤＦや問題解説ＰＤＦの作成の負担は 

増えたが、一度作成してしまえば他のクラスや次年度にも再利用でき、長期的に見れば業務が大幅 

に削減している。他にも、振り返りアンケートとＱ＆Ａ作成の負担は増えたが、授業時間外に異な 

る生徒から同じ質問をされてその都度答えることが減った。 

 

 

 

図17 Ａ評価とした生徒の記述例 

※身近な物理現象に結び付けた記述ではないが、教科を横断して数学の範囲に今回の学びを活かしている。 
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５ まとめと今後の課題 

 授業ポータルサイトなどのＩＣＴ機器を効果的に利用することで、一斉授業ではハードルが高いと

されていた「指導と評価の一体化」「個別最適な学び」が現状の学習環境下で実現可能であり、大き

な成果を生むことが実践を通して強く感じることができた。また、探究問題を利用したパフォーマン

ステストを定期的に行うことで、「別の視点を持った友達同士で協力して、身近な不思議や問題を解

決していく楽しさ」を生徒が実感でき、協働的な学びの重要さや探究することの楽しさを広めること

ができたと思う。 

そして、今回新しい実践を行うにあたり、ビルドする前にまずスクラップすることが重要であると

いうことも強く感じた。今回の学習指導要領の改定で、教員は求められることが増えたように感じる

が、それは従来の指導の中から「やめること」を決める勇気を持つきっかけになるのかもしれない。 

今後の課題としては、授業ポータルサイトについての生徒からの要望に、可能な範囲で応えていく

ことである。但し、教員の過度な負担の増加は実践の継続を阻むことがあるため、必要に応じて取捨

選択し、改善できるところは改善していきたい。 

最後に、今回の実践を始めた頃は軌道に乗るまでは大変なことも多々あったが、今では生徒の振り

返りアンケートの記述が励みになり、Ｑ＆Ａや問題解説ＰＤＦを作成することが楽しくなっている。

このように、教員と生徒が「共により良い授業を作り、互いに授業や学習状況を改善していこう」と

いう共通の思いを持ち続けることができれば、学校は明るく前向きに進化をし続けていくと考える。 

 

６ おわりに 

今回の実践のきっかけとなった昨年度の研究において、お世話になった研究協力校３校（群馬県立

太田高等学校、太田市立太田高等学校、群馬県立渋川女子高等学校）、そして今年度の研究でご協力

頂いた群馬県立太田高等学校関係者の皆様に、心より感謝申し上げます。 
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